
君津ﾓｰﾀｰｽｸｰﾙ

（三幣商店）
三幣薫久

（ﾊﾞｰﾊﾞｰ昭和）
三幣匡弘 （山下の新宅）

嶌野 昭

（勘左ェ門）
古原忠治（財）簡易保険加入者

㈲秋元設備工業

（山 下）
嶌野 正

（しんち）
舘石亮行

法巌寺

嶋野 彰

宮崎 弘

唐桶太郎

小笠原三紀雄

若松政雄
（たび屋の新宅）

三幣彦二

平野光康

（甚 吾）
田中良幸

日本瓦斯（株）
君津営業所

永井好雄

仲川据己

（長四郎）
井上 晃

小幡幸雄

（㈲平野園）
平野忠夫

（庄左ｴ門）
平野 功嶋野克仁

（与右ｴ門）
山田耕己

和田和行

（小 平）
和田 勇

（四郎治）
原 実義

小原春江

（忠左衛門の新宅）
平野正男

板宮俊雄

佐久間英雄

（左右ｴ門）
原 一博

（安左衛門の新宅）
鈴木新一

（左右ｴ門の新宅）
原 常吉

下湯江

（宝蔵寺）
倉本量慧

（五郎兵衛の新宅）

吉田 勝

吉田暁弘鈴木善夫

吉田寿一

（安左衛門）
鈴木恒夫

（五郎兵衛）

（才兵衛）

（善兵衛）

和田英男

（清左衛門）

（四郎右衛門）
森 茂 （新 田）

平野喜久男

福原勝広

（喜左ｴ門）
福原 宏

（権左ｴ門）
嶋野 奨

（権兵衛）
嶋野 孝

（六郎兵衛）

嶌野信義

（長ｴ門）
地引昭一

（忠左衛門）
平野忠良

（三郎右ｴ門）
平野嘉久

（弥 市）

（源四郎）
田中春夫

石垣純一

和田俊夫（か じ）
吉田俊雄 （三郎右ｴ門

平野克視

の新宅）

嶌野修次

（美容院）
福本新平

山門義雄

白田みき

（鈴  豊）
鈴木康平

栗田留吉

アカツキ
自動車商会（有）

青年館

渡辺英男

山田勝宏

中川秀夫

（株）一角

小川秋尾

鈴木豊吉
（鈴 音）

鈴木新一郎

（新 宅）

葉柴一男

浅田勝夫

曽子次郎
（田 端）

原田五郎
西岡 円

曽子 初
（田端の新宅）

高田公会堂

八幡宮
曽子 章

宮崎範男

（弥右衛門）
宮崎勝美

（東 前）

三上一夫

久保田 透

（善四郎）

中村久任

久保田 茂

（加 平）

中川正子

千葉 満

山口 操

太田啓二久保田久次郎
（久四郎）

秋元光子
（重ｴ門）

秋元 馨
（六左ｴ門）

鈴木俊男
（又右衛門）

秋元義裕
（半治郎）

永島さか乃

菊地 昇

矢代裕之

久保田喜一

福原和宏
（源兵衛）

福原 博

（源左ｴ門）

（治郎衛門）
古原好寿

篠田文雄

高芝寮
（株）高田工業所

春日神社
琴平神社

高 芝

根 田

下川原

入 池

外 割

十 田

中 割

下川田

高 田

稲荷前

蛭 塚

古川田

落

八 崎
前 田

六反目

林 前

内神田

外神田

江 口

番匠家

下谷方

中谷方

上谷方

横 峯

洞 口

（ｷｯﾁﾝｵｲｼｯﾀ）

オイシッタ

田中澄夫

島野太右衛門

（太右ヱ門）

平野利晴
（利衛門）

和田彰
（善太郎）

和田仁志

阿曽英男

斉藤俊明
（吉川ピアノ教室）

井上博美

岩橋文夫

下
自然と実り豊かな

至人見

至釜神

至富津

市
道

君
津

駅
前

線

アジサイ

小糸川

江川

変電所

大正12年竣工の用水門
今も現役で大活躍

かんがい用水門第一揚水場

江戸中期、境争いの跡。境を
示す証として石杭を残した

境界一番杭

高田の八幡宮は、高田から下湯江：春日・琴
平神社の境内地に移されていたが昭和37年
再び高田の地に移した。爾来、氏神とし多くの
人々に崇敬されている。 例祭日は10月15日

芝焼き

旗本赤松八兵衛義利によって築か
れたという。石高3000石の旗本

殿山居宅跡（高田）陣屋跡

でんぷん工場跡
(サツマイモ)

六地蔵

あらゆる不幸から私共を
守り幸福を授けてくれる慈
悲深い仏様です。

長寿観音像

親子で賑わう宵祭琴平神社祭り

明治中期から始められ、松・杉・桧・マ
キ等の生産が盛んに行われてきた。

苗木栽培

江戸から安房を結ぶ江戸時代の道

房総往還

江戸初期に建立された君津市で
最も古い板碑型の供養塔と六地蔵

昭和42年10月湯江工区として着工
昭和45年完成。地権者122名。

下湯江地区圃場整備記念碑

赤松氏の頃といわれているが年月不
詳。明治9年に再建され、現在地に移
されたのは戦後で高田の有志で維持
され崇敬されている

御嶽・三笠・八海神社碑

八幡宮

宗派（縁起）
真言宗豊山派・御本尊、不動明王・地蔵菩薩高源上
人の開基であるがその年月不詳。向拝に竜の彫刻あ
り。明治32年10月の作。境内に長寿観音像がある。
これが末社の琴平神社である。

宝蔵寺

御祭神（由緒）
御祭神・天皃屋根命・譽田別命・厳島姫命、創建は
明治元年(1764)明治初期、近郷との水争いの結果
勝訴・氏子一同その恩頼をかしこみ氏神の当社地
に神社を造営した。これが末社の琴平神社である。

春日神社・琴平神社

万霊供養塔・六地蔵

除夜の鐘の音が
新しい年を迎えます
(平成１６年建立)

鐘楼

君津モータースクール

宗派(縁起)
浄土宗御本尊、阿弥陀如来
慶長年間建立されたもので雄譽霊巌上人の
開基。徳川将軍家・旗本赤松氏の位牌がま
つられている。向拝は明治17年の建造。

（相撲の名行司）明治初期の人で木村庄之
助を名乗り相撲界の１世を風びした。明治
19年11月没す。

氏 名 偉 業

地引伴蔵

田中蓼阿

原 徳治

福原つね

（俳人）寛政・文化・文政(1700年後半～
1800年前半)に活躍した俳諧人。生家は下
湯江の名主田中家の出で、その句碑が釜
神公会堂にある。天保3年の建立。

（実業家）１３代原四郎治の長男、アメリカに
遊学後酒醸造を経営、木更津に昭和タクシ
ーから数々の会社を設立し昭和21年自社
を原本家と改め，日本酒を醸造する。また，
県会議員として活躍される。

（かいこ先生）まゆの糸をつむぐだけでなく、
かいこの育成から行程の指導普及に専念し
た。

下湯江の偉人

１月 ９時に青年館に集まり、集落の繁栄と各家の安全
を祈念し美酒を交し互いに賀詞を交換し新年を
祝う。

月 行 事 説 明

ご先祖様に感謝し焼香、宝蔵寺・法巌寺に年頭
の挨拶をして接待をいただく。

古いお札等を琴平様に納め、神官によりお焚き
上げをする。

毎月10日に部落の氏子が交代制で集まり境内
及び拝殿の清掃・月次祭・参拝者の接待を行う。

飢餓に苦しむ生類や無縁の亡者に施し、その功
徳を先祖にふり向ける法要。宗派の別なく行わ
れる。

６月第４日曜日，生活環境保全・防災を目的とし
て集落総出で実施する。

田植えの慰労と豊作祈願、自治会で日を定める
が最近は機械の進展と耕作形態の変化で簡素
となる。

４月第１日曜日（初回）に水利組合主体で非農
家も参加して実施する。（２回目３回目は水利組
合として実施）

虫の害を防ぐために１月下旬から２月上旬に３地
区に分かれ農家組合で実施する。

青年館は４月～１０月の５回にわたり班別輪番制
で実施。また、高田公会堂は毎月念仏講が中心
で実施している。

天兒屋根命・譽田別命・巌島姫命を御祭神とし
て神事は琴平神社と共に行う。
宵祭り・収穫の祝いと感謝をこめ神前にて祝詞。
神事・神輿の入魂・祭囃子が巡行する。宵祭りは
青年部の主催により祭り前夜、祭り太鼓の披露、
模擬店・催しもの等子供達で賑わう。

おこもり

お焚き上げ
（10日）

四方拝
（1日）

寺年頭
（１日）

青年館
公会堂清掃

春日神社神事
（10日）

施餓鬼会

排水・江川
草刈り

早苗ぶり

溝掃除

芝焼き２月

年間

８月

６月

５月

１０月

４月

岡田弥樹 (小6)

島野江未加 (小6)

明治18年創業、鹿野山の
伏流水で造る地酒端麗で
喉越し爽やかな辛口酒。

法巌寺

神楽の頭
青年館に保存されている

原本家

たばこ栽培

昭和２５年、８名で耕作組合を設立。
一時は設備を拡大もしたが次第に減
少し、２０年間続けられた葉タバコ栽
培に終止符が打たれた。

下湯江の米どころ

富津市

造り酒屋（原本家）

下湯江地区圃場整備記念碑
御嶽・三笠・八海神社碑

市道君津駅前線にかかる
江川橋

し  も ゆ え

御影供
創建当初から春の彼岸会の日に境内では

農具市が開かれて、戦後まで様々のものが並べられ

て盛大に市が立った。それを御影供（祖先の供養）い

つしか「めいこ」と呼ぶようになった。


